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スマホと家電の連携によるエンターテインメントアプリ

「エクストリーム貧乏揺すり＋」の開発 

福谷遼太†1  門脇伸明†1  河間勇気†1  志野嘉紀†1 
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貧乏揺すりは，一般的に悪い印象を与えるが，ストレス解消，冷え性改善などの健康効果があると言われている．我々

は，グループで貧乏揺すりを競い合うエンターテインメントアプリ「エクストリーム貧乏揺すり＋」の開発に取り組
んでいる．本アプリは，複数のスマートフォン，LED照明，SNSと連携することで，貧乏揺すりの状況に応じた LED

照明の演出，得点ランキングの自動生成と表示，評価結果のフィードバックを行うことが可能である． 

Extreme Leg Shaking+: An Entertainment Application with 

Cooperation of Smartphones and Information Appliances 
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YOSHIKI SHINO†1 HIROSHI MATSUMURA†1 TAKUYA HOSHINO†1 

TAKUMI KATO†1 TETSUO KINOSHITA†1,2 

Leg shaking can give negative impression of manners but is considered to have healthful effects on stress and cold sensitivity 

caused by poor blood circulation. We have developed a multiplayer entertainment application, “the Extreme Leg Shaking +”. The 

application features cooperation of multiple smartphones, a smart light, and a social networking service which enables enriching, 

enjoyable, and engaging experiences. The application also serves as an effective healthcare method by providing feedback of the 

evaluation results from the perspective of healthcare, presenting the score and ranking in an amusing and intuitive setting, and 

visually engaging light effects synchronized with the leg shaking score. 

1. はじめに

一般的に，身体の一部を揺らし続ける“貧乏揺すり”を

行うことは，周囲の人に悪い印象を与えるとされているが，

手足の冷えや変形性股関節症の改善が期待できるなどの利

点もある[1][2]．我々は，貧乏揺すりについて，ネガティブ

なイメージを刷新し，誰でも楽しく行えることを目指した

エンターテインメントアプリケーションの開発に取り組ん

でいる．本稿では，スマートフォンを用いて貧乏揺すりの

速さなどを複数人で競うことができるアプリに，LED 照明

や SNS と連携することで参加者や観客が一緒に楽しめる

機能を加えた「エクストリーム貧乏揺すり＋（プラス）」の

概要と一般公開における動作検証について述べる． 

2. 関連研究と課題

貧乏揺すりに着目した様々な研究やアプリ開発が行われ

ている．娯楽目的では，携帯端末のセンサを利用し貧乏揺

すりの振動回数を計測するアプリ[3]，専用の装置を用いて

貧乏揺すりの計測を行う製品[4]などが存在する．従来のア

プリや製品では，単独利用が想定されており，アプリ同士

が連携するような機能を有しておらず，他のプレイヤー，

あるいは観客と一緒に楽しむといったことができなかった．  
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我々は，2016 年より複数人で貧乏揺すりを楽しむアプリ

「エクストリーム貧乏揺すり」[5]を開発している．本稿で

は，アプリの基本機能に加えて，SNS や家電が連携するこ

とで参加者や観客にゲーム状況を伝える機能を付与した

「エクストリーム貧乏揺すり＋」の開発を目的とする． 

3. エクストリーム貧乏揺すり＋

3.1 エクストリーム貧乏揺すりの概要 

エクストリーム貧乏揺すりの概要を図 1 に示す．エクス

トリーム貧乏揺すりは，制限時間内で貧乏揺すりの速さと

チーム内での貧乏揺すりのリズムの一致度を競うゲームア

プリである．本アプリは，貧乏揺すりの回数に応じた“健

康度”と，リズムの一致度に応じた“団結度”を算出し， 

図 1 エクストリーム貧乏揺すりの概要 
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ゲーム結果を提示する．なお，利用者の太ももに取り付け

たスマートフォンの加速度センサを用いて貧乏揺すりを検

出する． 

しかしながら，エクストリーム貧乏揺すりは，ゲームの

視覚・音響効果などのエフェクトがスマートフォンからの

み出力されるため，ゲーム参加者以外がゲームの状況を把

握することができず臨場感を味わうことができなかった． 

3.2 エクストリーム貧乏揺すり＋（プラス）への拡張 

エクストリーム貧乏揺すりの基本機能に加えて，家電

（LED 照明）および SNS (Twitter)と連携することで，貧乏

揺すりのリアルタイム評価（可視化）および得点ランキン

グの自動生成・表示を実現するための機能拡張を行った． 

エクストリーム貧乏揺すり＋は，(1) LED照明協調機能，

(2) Twitter 自動発信機能の 2 つの機能と連携する．2 つの機

能とデバイスおよびソフトウェアの連携基盤として，エー

ジェント技術を適用した．図 2 にエクストリーム貧乏揺す

り＋の構成を示す．各エージェントが，サーバ内のデータ

送信エージェントを通じて本アプリから出力される各種ゲ

ームデータ（端末 IP，ゲーム成績，ゲーム開始・終了の時

刻など）の管理を行う．得られた各種ゲームデータに応じ

て，各種エージェントが LED 照明の制御や Twitter へ自動

投稿することで，臨場感の演出を実現する． 

3.3 LED 照明協調機能 

視覚的な臨場感の増幅を図るため，ゲームデータに応じ

て LED 照明の点灯と色を制御する機能である．本機能では，

照明制御エージェントがゲームデータに応じて照明の明る

さと色を制御する．なお，照明制御エージェントは，プレ

イヤーごとに 1 つの LED 照明を管理する．具体的には，リ

アルタイムに貧乏揺すりの「総揺すり回数」を取得し，そ

の総揺すり回数に応じて照明の明るさ・色を制御する．ゲ

ーム開始時は暗く，寒色とし，貧乏揺すりの回数が増える

ごとに明るく，暖色に変化するといった制御を行う．また，

高得点に到達すると，点滅と変色を繰り返す派手な発光を

行うことで，臨場感の演出を行う． 

3.4 Twitter 自動発信機能 

 本機能では，ゲームの過去のプレイ結果と得点ランキン

グの管理および Twitter への自動投稿を行う．本機能内の集

計・投稿エージェントは，ゲーム終了時にゲームの得点デ 

図 2 エクストリーム貧乏揺すり＋の構成 

図 3 デモ公開の様子 

ータを受け取り，得点の保存とランキングの更新を行う．

その後，エージェントが BOT として得点とランキングをツ

イートすることで，ゲームの結果を発信する．

4. 実装と実験

設計に基づきエクストリーム貧乏揺すり＋を実装し，

2016 年 10 月に一般向けイベント（東北大学電気通信研究

所・通研公開）に展示した．図 3 のような環境で展示を行

い，LED 照明には，Philips Hue (Philips Lighting) を使用し，

Twitter 自動発信機能では，常時 1 つのディスプレイに得点

ランキングのタイムラインを表示した．

親子連れを中心に，留学生なども含め 2 日間で約 400 名

の利用があり，ゲーム状況に応じた LED 照明の自動制御，

得点管理と Twitter 上への得点ランキングの自動投稿が，正

しく行われていることを確認した．さらに，LED 照明や

Twitter のタイムラインの効果によって，実際にプレイには

参加していない観客もゲームの状況を把握することができ，

一緒に楽しんでいる様子を確認することができた．  

5. おわりに

スマートフォン向けゲームアプリを観客でも楽しめる

ことを目指し，照明と Twitter との連携が可能な「エクスト

リーム貧乏揺すり＋」を開発し，一般向けにデモ公開で展

示した．今後，遠隔地の利用者の同時に参加できるような

拡張を行うことを検討している． 
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